
中
国
佛
教
が
朝
鮮
へ
伝
播
し
た
の
は
高
句
麗
・
百
済
・
新
羅
の

所
謂
古
代
朝
鮮
三
国
の
鼎
立
の
時
代
で
あ
っ
た
。
三
国
の
中
で
は

中
国
と
直
接
境
域
を
接
す
る
高
句
麗
が
ま
ず
最
初
に
佛
教
思
想
と

接
触
す
る
機
会
を
得
て
そ
れ
を
受
容
し
た
。
当
時
の
高
句
麗
の
国

都
は
鴨
緑
江
中
流
域
の
輯
安
の
地
に
あ
り
、
南
は
新
羅
・
百
済
と

国
境
を
接
し
、
北
は
鮮
卑
族
の
慕
容
氏
の
前
燕
と
本
幹
山
脈
を
以

っ
て
対
時
し
、
柊
佳
江
・
鴨
緑
江
流
域
の
朝
鮮
半
島
北
半
を
支
配

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
高
句
麗
の
故
国
原
王
十
二
年
（
三
四
二
）
に

燕
の
大
軍
が
鴨
緑
江
流
域
を
攻
め
て
高
句
麗
の
都
を
占
領
し
、
王

陵
を
暴
き
多
数
の
財
宝
と
男
女
五
万
余
人
を
捕
え
て
帰
り
、
高
句

①

麗
に
絶
大
な
打
撃
を
与
え
た
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
高
句
麗
の
西

進
は
停
止
し
、
以
後
、
鮮
卑
の
慕
容
氏
の
燕
を
は
じ
め
と
し
て
胡

曇
始
と
高
句
麗
佛
教

人
の
国
家
に
朝
貢
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
前
燕
も

慕
容
僧
の
と
き
、
前
奏
符
堅
の
攻
撃
を
受
け
て
滅
亡
し
（
三
七
○
年
）
、

前
燕
慕
容
氏
に
代
っ
て
秦
の
符
堅
が
華
北
一
帯
に
覇
を
と
な
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。
即
ち
、
前
燕
に
代
っ
て
前
奏
が
高
句
麗
と
直
接

国
境
を
接
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
高
句
麗
へ
佛
教
思
想
を
最
初
に
伝
え
た
の
は
五
胡
十

六
国
中
の
雄
国
で
あ
っ
た
前
奏
の
王
符
堅
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
高
句
麗
の
佛
教
伝
来
説
に
つ
い
て
も
っ
と
も
明
確

で
、
且
つ
権
威
あ
る
記
録
を
残
し
て
い
る
の
は
金
富
鰔
（
一
○
七
五

’
二
五
一
）
の
三
国
史
記
高
句
麗
本
紀
で
あ
る
。
即
ち
、
高
句
麗

本
紀
は
小
獣
林
王
即
位
二
年
の
紀
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
の

で
あ
る
。二
年
夏
六
月
、
秦
王
符
堅
遣
使
及
浮
屠
順
道
、
送
佛
像
・
経

文
、
王
遣
使
廻
謝
、
以
貢
方
物
、
四
年
、
僧
阿
道
来

木
村
宣
彰
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五
年
春
二
月
、
始
創
肖
門
寺
、
以
置
順
道
、
又
創
伊
弗
藺
寺
、

②

以
置
阿
道
、
此
海
東
佛
法
之
始

こ
の
高
句
麗
本
紀
の
記
載
に
従
え
ば
小
獣
林
王
二
年
（
東
晋
・
威
安

二
年
、
前
秦
・
建
元
二
年
、
三
七
二
年
）
に
前
秦
王
符
堅
が
使
節
及
び

佛
教
僧
（
浮
屠
）
順
道
を
遣
し
て
佛
像
・
経
典
を
費
し
、
次
い
で
二

年
後
の
同
王
四
年
に
何
処
か
ら
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
僧
・
阿

道
が
渡
来
し
、
同
五
年
に
及
び
肖
門
寺
・
伊
弗
蘭
寺
の
二
箇
寺
が

創
建
さ
れ
順
道
。
阿
道
の
両
僧
が
そ
こ
に
住
し
た
と
言
う
。
こ
の

三
国
史
記
記
載
の
所
説
は
、
佛
教
伝
来
の
紀
年
及
び
そ
の
事
蹟
に

関
し
て
は
な
は
だ
明
解
で
あ
り
、
一
往
疑
問
を
挾
む
余
地
は
無
い

よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
三
国
史
記
と
並
ん
で
古
代
朝
鮮
三
国
に
関
す
る
極

め
て
貴
重
な
史
料
で
あ
る
高
麗
の
僧
一
然
（
一
二
○
六
’
一
二
八
三

の
撰
に
か
か
る
三
国
遣
事
に
よ
っ
て
高
句
麗
の
佛
教
伝
来
説
を
検

討
し
よ
う
。
三
国
遺
事
は
巻
三
「
順
道
肇
麗
」
の
条
に
、

高
麗
本
記
云
、
小
獣
林
王
即
位
二
年
壬
申
、
乃
東
晋
威
安
二

年
、
孝
武
帝
即
位
之
年
也
、
前
秦
符
堅
遣
使
及
僧
順
道
、
送

佛
像
経
文
、
時
堅
都
関
中
、
即
長
安
、
又
四
年
甲
戌
、
阿
道

来
自
晋
、
．
明
年
乙
亥
二
月
、
創
肖
門
寺
以
置
順
道
、
又
創
伊

③

弗
蘭
寺
以
置
阿
道
、
此
高
麗
佛
法
之
始

と
、
高
句
麗
の
佛
教
の
初
伝
に
就
い
て
記
し
て
い
る
。
此
で
三
国

遺
事
は
、
そ
の
説
を
「
高
麗
本
記
」
の
説
に
根
拠
し
て
い
る
旨
を

述
べ
て
い
る
が
、
然
ら
ば
そ
の
「
高
麗
本
記
」
と
は
何
か
。
そ
れ

は
三
国
遣
事
の
他
の
多
く
の
引
用
例
か
ら
類
推
し
て
三
国
史
記
の

「
高
句
麗
本
紀
」
を
指
す
こ
と
間
違
い
な
い
。
た
だ
今
の
場
合
、

三
国
遺
事
所
引
の
「
高
麗
本
記
」
と
前
掲
の
三
国
史
記
の
「
高
句

麗
本
紀
」
と
の
相
違
点
は
、
「
高
句
麗
本
紀
」
が
「
四
年
、
僧
阿

道
来
」
と
の
み
記
し
そ
の
出
自
を
明
さ
な
い
が
、
三
国
遺
事
所
引

の
「
高
麗
本
記
」
は
「
又
四
年
甲
戌
、
阿
道
来
自
晋
」
と
阿
道
が

晋
よ
り
来
た
旨
を
記
し
て
い
る
。
三
国
遣
事
の
撰
者
一
然
が
一
体

何
を
拠
り
所
と
し
て
「
自
晋
」
の
二
字
を
補
っ
た
か
は
検
討
を
要

す
る
が
、
今
は
そ
れ
に
断
定
的
見
解
を
示
す
だ
け
の
資
料
を
欠
く

の
で
あ
る
。

そ
れ
と
今
一
つ
の
相
違
は
三
国
史
記
の
「
高
句
麗
本
紀
」
が

「
此
海
東
佛
法
之
始
」
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
三
国
遣
事
所

引
の
「
高
麗
本
記
」
で
は
「
海
東
佛
法
之
始
」
を
改
め
「
高
麗
佛

法
之
始
」
と
為
し
て
い
る
。
当
時
の
高
句
麗
の
領
域
か
ら
勘
案
し

て
「
海
東
」
の
二
字
は
も
と
よ
り
馴
染
ま
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、

特
に
三
国
遺
事
に
於
い
て
「
高
麗
佛
法
之
始
」
と
称
し
た
の
に
は

明
ら
か
な
理
由
が
あ
っ
た
。
即
ち
そ
れ
は
三
国
遺
事
が
、
そ
の
與

法
篇
に
於
い
て
「
順
道
肇
麗
」
、
「
難
陀
關
済
」
、
「
阿
道
基
羅
」
の

④

三
条
を
設
け
て
高
句
麗
を
は
じ
め
と
し
て
百
済
、
新
羅
の
朝
鮮
三
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国
の
各
点
の
佛
教
伝
来
説
を
併
せ
記
載
し
た
た
め
に
殊
更
に
海
東

の
両
字
を
高
麗
に
改
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
国
史
記
、
三
国
遣
事
に
よ
っ
て
高
句
麗
佛
教
の
伝
来
に
就
い

て
考
察
し
た
の
で
、
次
に
併
せ
て
高
麗
の
覚
訓
（
’
三
二
五
Ｉ
）

の
海
東
高
僧
伝
の
説
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
海
東
高
僧

伝
は
そ
の
壁
頭
に
「
釈
順
道
」
の
伝
を
載
せ
＄
そ
こ
で
高
句
麗
の

佛
教
の
伝
来
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
即
ち
、

（
マ
マ
）

句
高
麗
第
十
七
解
味
留
王
鰄
権
蟄
一
年
壬
申
夏
六
月
、
秦
符
堅

発
使
及
浮
屠
順
道
、
送
佛
像
経
文
、
於
是
君
臣
以
会
遇
之
礼
、

奉
迎
子
省
門
、
投
誠
敬
信
、
感
慶
流
行
、
尋
遣
使
廻
謝
、
以

貢
方
物
、
或
説
、
順
道
従
東
晋
来
、
（
中
略
）
後
四
年
神
僧

⑤

阿
道
至
自
魏

と
記
し
て
い
る
。
海
東
高
僧
伝
も
ま
た
先
の
二
言
と
同
じ
く
、
高

句
麗
の
第
十
七
代
解
味
留
王
す
な
わ
ち
小
獣
林
王
の
二
年
夏
六
月

に
前
秦
王
符
堅
が
造
し
た
使
節
及
び
浮
屠
僧
の
順
道
に
よ
っ
て
佛

像
・
経
文
が
齋
ら
さ
れ
た
と
言
う
。
そ
こ
で
高
句
麗
の
君
臣
が
省

門
（
役
所
の
門
の
こ
と
）
に
奉
迎
し
、
の
ち
応
礼
と
し
て
高
句
麗
の
使

者
が
前
秦
に
朝
貢
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
た
だ
こ
こ
で
特
に

注
意
す
報
へ
き
点
は
順
道
及
び
阿
道
の
出
自
に
関
し
て
異
説
を
紹
介

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
海
東
高
僧
伝
は
「
或
説
」
と

称
し
、
順
道
が
東
晋
よ
り
来
て
佛
法
を
伝
え
た
と
い
い
、
又
「
存

古
文
」
と
称
し
て
神
僧
阿
道
が
魏
よ
り
渡
来
し
た
こ
と
を
述
べ
、

従
来
の
説
と
の
違
い
を
示
し
て
い
る
。
高
句
麗
へ
佛
教
を
伝
え
た

と
言
う
順
道
・
阿
道
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
海
東
高
僧
伝
が
自
ら

「
始
め
て
佛
法
を
伝
え
し
こ
と
な
れ
ば
、
則
ち
（
前
）
秦
も
（
束
）
晋

も
弁
ず
る
こ
と
莫
れ
、
何
れ
が
是
に
し
て
、
何
れ
が
非
な
ら
ん
や
」

と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
文
献
を
渉
猟
す
る
と
き
順
道
の

出
自
に
つ
い
て
前
秦
と
な
す
説
、
東
晋
と
な
す
説
、
魏
と
な
す
説

の
三
説
が
存
し
、
阿
道
に
つ
い
て
も
亦
同
様
に
前
奏
・
東
晋
・
魏

⑥

の
三
説
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
高
句
麗
の
小
獣
林
王
代

に
は
魏
は
未
だ
建
国
に
到
ら
ず
、
順
道
ら
が
魏
か
ら
渡
来
し
た
と

為
す
こ
と
は
時
代
的
に
矛
盾
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
高
句
麗

と
北
魏
と
の
極
め
て
密
接
な
交
渉
を
勘
案
す
る
と
き
、
高
句
麗
へ

の
佛
教
伝
来
者
が
魏
か
ら
渡
来
し
た
と
言
う
説
は
一
概
に
否
定
し

去
る
こ
と
が
出
来
ず
説
得
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に

高
句
麗
の
佛
教
伝
来
の
紀
年
及
び
伝
来
者
名
が
一
定
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
佛
教
伝
来
者
の
出
自
に
つ
い
て
の
み
は
な
は
だ
異
説

が
多
い
と
言
う
こ
と
は
別
の
観
点
か
ら
み
て
非
常
に
興
味
深
い
問

題
を
含
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
高
句
麗
の
佛
教
伝
来
に
関

し
て
は
三
国
史
記
・
三
国
遺
事
・
海
東
高
僧
伝
な
ど
古
代
朝
鮮
三

国
に
関
す
る
現
存
史
料
の
問
で
、
伝
来
者
の
出
自
に
就
い
て
相
違

す
る
以
外
は
そ
の
所
説
は
一
致
す
る
。
即
ち
、
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
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高
句
麗
の
第
十
七
代
小
獣
林
王
の
二
年
、
前
奏
符
堅
が
使
節
と
と

も
に
僧
の
順
道
を
造
し
、
佛
像
・
経
文
を
齋
し
、
更
に
二
年
後
に

阿
道
が
来
て
、
そ
の
翌
年
に
省
門
寺
・
伊
弗
蘭
寺
が
創
建
さ
れ
た

こ
と
を
以
っ
て
高
句
麗
佛
教
の
最
初
と
な
し
て
い
る
。
こ
の
佛
教

伝
来
説
は
「
佛
像
」
と
「
経
文
」
と
「
僧
」
と
の
所
謂
佛
・
法
・

僧
の
三
宝
の
具
備
し
た
完
全
な
る
佛
教
の
伝
来
で
あ
っ
た
。
し
か

も
中
国
佛
教
史
上
で
釈
道
安
や
鳩
摩
羅
什
ら
と
の
交
渉
で
知
ら
れ

た
名
代
の
佛
教
外
護
の
帝
王
で
あ
る
前
秦
の
符
堅
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
こ
れ
が
公
式
の
国
家
間
の
佛
教
伝
来
と
為
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
佛
教
伝
来
説
は
今
日
国
の
内
外
で
広
く
認
め
ら
れ
ほ
ぼ
定

説
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
李
能
和
氏
の
「
朝
鮮
佛

教
通
史
」
を
は
じ
め
と
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
朝
鮮
佛
教
に
関

す
る
諸
論
孜
は
い
ず
れ
も
前
述
の
小
獣
林
王
二
年
の
順
道
に
よ
る

佛
教
将
来
説
を
遵
守
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
通
説
と
な
っ

て
い
る
こ
の
高
句
麗
の
佛
教
伝
来
説
は
い
ず
れ
も
金
富
職
の
三
国

史
記
高
句
麗
本
紀
に
根
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
三
国
遣
事

や
海
東
高
僧
伝
、
さ
ら
に
東
国
通
鑑
な
ど
朝
鮮
の
史
書
も
亦
等
し

く
小
獣
林
王
二
年
の
佛
教
伝
来
説
を
記
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
文
献
の
語
る
と
こ
ろ
も
そ
の
源
流
は
三
国
史
記
の
高
句
麗

本
紀
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
一
見
奇
妙
に
思
う
の

は
、
四
世
紀
の
高
句
麗
佛
教
に
就
い
て
語
る
根
本
資
料
が
、
実
は

十
二
世
紀
に
成
立
し
た
三
国
史
記
で
あ
る
と
云
う
点
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
十
分
な
検
討
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
筆
者

は
先
に
三
国
史
記
の
高
句
麗
本
紀
の
原
典
批
判
を
試
み
、
そ
の
佛

教
伝
来
説
に
再
検
討
を
為
し
て
佛
教
史
学
会
に
於
い
て
「
高
句
麗

佛
教
伝
来
説
考
」
と
題
し
て
卑
見
を
発
表
し
た
。
要
す
る
に
小
獣

林
王
二
年
の
前
秦
符
堅
の
造
し
た
順
道
に
よ
る
佛
教
伝
来
説
は
、

実
に
十
二
世
紀
に
到
り
高
麗
仁
宗
の
命
に
従
っ
て
高
句
麗
・
百
済

・
新
羅
の
歴
史
を
所
謂
正
史
の
形
式
に
倣
い
紀
伝
体
の
史
書
に
ま

と
め
た
三
国
史
記
を
編
纂
す
る
際
に
、
そ
の
編
者
に
よ
っ
て
、
中

国
側
の
文
献
を
借
り
て
事
実
に
非
ざ
る
も
の
を
事
実
の
如
く
仮
作

し
た
も
の
で
史
実
と
し
て
の
可
信
性
の
乏
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
論
証
し
た
。
紙
数
の
都
合
で
此
で
そ
の
諭
旨
を
再
述
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
従
来
の
通
説
で
あ
っ
た
順
道
の
佛
教
伝
来
説
を

提
造
證
と
し
て
そ
の
史
実
性
を
否
定
し
た
筆
者
と
し
て
は
順
道
に

代
る
実
の
佛
教
伝
来
者
を
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
然

ら
ば
三
国
の
歴
史
に
関
し
て
現
存
最
古
の
文
献
で
あ
る
三
国
史
記

以
外
に
別
に
高
句
麗
の
佛
教
伝
来
に
つ
い
て
語
る
資
料
は
存
し
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
観
点
か
ら
三
国
史
記
に
先
行
す
る
資

料
を
渉
猟
し
て
先
に
述
べ
た
順
道
。
阿
道
に
代
る
真
の
佛
教
初
伝

者
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
こ
の
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

．⑥句

○・



一
一

⑦

新
羅
未
の
文
士
・
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
崔
致
遠
（
八
五
八
Ｉ
？
）

は
精
敏
・
好
学
で
歳
十
二
に
し
て
唐
威
通
九
年
（
八
六
八
）
渡
唐
留

学
し
、
唐
僖
宗
乾
封
元
年
（
八
七
四
）
登
科
、
つ
い
に
宣
州
漂
水
懸

尉
を
授
り
の
ち
承
務
郎
侍
御
史
内
供
奉
に
陞
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
彼
は
唐
に
於
い
て
学
徳
を
以
っ
て
そ
の
令
名
を
天
下
に
馳

せ
、
中
和
五
年
即
ち
新
羅
憲
康
王
十
一
年
（
八
八
五
）
に
唐
の
使
節

（
准
南
入
新
羅
兼
送
国
信
詔
書
等
使
）
と
し
て
故
国
新
羅
に
還
り
、
そ

の
ま
ま
新
羅
王
朝
に
任
え
、
翰
林
学
士
と
な
り
、
の
ち
兵
部
侍
郎
、

大
山
郡
太
守
な
ど
を
歴
任
し
た
が
、
時
は
羅
末
の
戦
乱
で
そ
の
学

殖
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
乱
を
避
け
伽
耶
山
海
印
寺

に
か
く
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
著
述
と
し
て
は
「
唐
大

⑧

薦
福
寺
故
寺
主
翻
経
大
徳
法
蔵
和
尚
伝
」
が
殊
の
外
有
名
で
あ
る

が
、
実
は
崔
致
遠
の
名
を
大
い
に
高
か
ら
し
め
た
の
は
唐
人
に
非

⑨

ず
し
て
唐
書
芸
文
志
に
そ
の
名
を
列
せ
ら
れ
た
「
桂
苑
筆
耕
」
二

十
巻
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
に
崔
致
遠
の
撰
に
な
る
極
め
て
注
目
す
争
へ
き
碑

文
が
存
す
る
Ｐ
即
ち
朝
鮮
金
石
総
覧
等
に
収
め
ら
れ
る
「
鳳
巌
寺

智
証
大
師
寂
照
塔
碑
」
で
あ
る
。
こ
の
碑
文
に
つ
い
て
は
既
に
大

東
金
石
書
に
、

鳳
巌
碑
、
嘩
鍬
峰
鳳
岩
寺
智
証
禅
師
碑
、
釈
慧
江
八
十
一
害
、

崔
致
遠
文
、
梁
均
王
龍
徳
四
年
甲
申
立
、
新
羅
景
明
王
八
年
、

⑩

高
麗
太
祖
八
年

と
あ
る
。
竪
碑
の
歳
次
に
つ
い
て
は
碑
陰
に
「
龍
徳
四
年
歳
次
甲

申
六
月
日
寛
建
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
龍

徳
は
後
梁
の
末
帝
の
年
号
で
、
二
年
で
改
元
さ
れ
た
が
、
そ
の
四

年
は
後
唐
荘
宗
同
光
二
年
に
相
当
す
る
。
即
ち
新
羅
の
景
明
王
八

年
（
九
二
四
）
で
あ
る
。

こ
の
崔
致
遠
の
「
鳳
巌
碑
」
に
は
佛
教
の
伝
来
に
関
す
る
非
常

に
重
要
な
記
載
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
碑
に
記
載
す
る

と
こ
ろ
は
、
そ
の
撰
者
か
ら
言
っ
て
も
、
そ
の
建
碑
の
歳
次
か
ら

言
っ
て
も
当
該
課
題
に
関
す
る
研
究
の
上
で
決
し
て
看
過
す
る
こ

と
の
出
来
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
も
先
の
三
国
史
記
よ

り
は
は
る
か
に
古
い
資
料
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
従
来
は
、
高
句
麗

等
古
代
朝
鮮
三
国
の
問
題
を
考
察
す
る
と
き
、
専
ら
三
国
史
記
や

三
国
遣
事
な
ど
十
二
。
三
世
紀
に
成
立
し
た
文
献
資
料
に
拠
っ
て

検
討
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
先
行
す
る
と
こ
ろ
の
資
料
で
あ
る
こ
の
碑

文
に
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
崔
致
遠
は
高
句
麗
の
佛
教
伝
来
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

述
令
へ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
崔
致
遠
の
「
鳳
厳
碑
」
に
云
く
。

昔
当
東
表
鼎
時
之
秋
、
有
百
済
蘇
塗
之
儀
、
若
甘
泉
金
人
祀
、
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臓
後
西
晋
曇
始
始
之
話
、
如
葉
騰
東
入
、
句
鵬
阿
度
度
干
我
、

⑪

如
康
会
南
行

こ
れ
は
明
ら
か
に
百
済
・
高
句
麗
及
び
新
羅
の
佛
教
伝
来
を
中

国
佛
教
史
と
対
照
し
な
が
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う

百
済
の
「
蘇
塗
之
儀
」
と
は
実
体
が
明
瞭
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く

は
三
国
志
三
十
魏
害
・
東
夷
伝
の
韓
伝
に
「
立
蘇
塗
、
其
義
有
似

⑫

浮
屠
、
而
所
行
善
悪
有
異
」
と
あ
り
、
又
苑
嘩
の
後
漢
書
八
十
五

東
夷
列
伝
の
輔
伝
に
も
「
又
立
蘇
塗
、
建
大
木
以
懸
鈴
鼓
、
事
鬼

⑬神
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
後

漢
書
の
注
に
よ
れ
ば
「
魏
志
日
、
諸
国
各
有
別
邑
、
為
蘇
塗
、
諸

亡
逃
至
其
中
、
皆
不
還
之
、
蘇
塗
之
義
、
有
似
浮
屠
」
と
説
明
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
「
蘇
塗
之
儀
」
と
は
佛
塔
の
如
き
も

の
と
も
解
さ
れ
る
し
、
或
い
は
寺
院
の
如
き
一
種
の
「
聖
域
」
の

⑭

様
に
も
解
さ
れ
る
。
又
「
詔
」
と
は
語
国
漢
水
東
北
と
称
さ
れ
る

よ
う
に
遼
東
及
び
高
句
麗
を
包
む
地
域
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
百

済
及
び
新
羅
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
古
代
朝
鮮
三

国
中
の
高
句
麗
を
指
す
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
又
「
西
晋
曇
始
」

と
あ
る
の
は
、
司
馬
炎
の
西
晋
（
二
六
五
’
三
一
六
）
を
指
す
も
の

で
は
な
く
、
此
で
は
「
葉
騰
東
入
」
と
対
を
為
す
も
の
で
西
方
の

東
晋
の
曇
始
の
謂
で
あ
る
。

、
ょ
っ
て
崔
致
遠
の
碑
文
に
説
く
と
こ
ろ
は
お
お
よ
そ
次
の
如
く

高
句
麗
の
佛
教
伝
来
説
に
関
す
る
従
来
の
通
説
は
、
金
富
献
の

三
国
史
記
高
句
麗
本
紀
所
載
の
前
奏
符
堅
の
使
者
及
び
僧
順
道
に

よ
る
小
獣
林
王
二
年
佛
教
伝
来
説
が
強
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。
三

国
史
記
の
佛
教
伝
来
説
を
仮
作
と
な
し
た
筆
者
と
し
て
は
、
三
国

史
記
以
前
の
現
存
資
料
に
よ
っ
て
考
察
す
る
限
り
、
高
句
麗
へ
の

で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
昔
、
朝
鮮
三
国
が
鼎
立
し
て
存
し
た
と
き
、

百
済
で
蘇
塗
之
儀
（
佛
塔
の
如
き
も
の
を
建
立
す
る
の
を
指
す
）
を
行

な
っ
て
い
た
の
は
、
あ
た
か
も
中
国
で
金
人
（
浮
屠
）
を
甘
泉
宮
に

祀
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
西
の
（
東
）
晋
の
曇
始
が

始
め
て
（
佛
教
を
伝
え
る
た
め
）
語
（
高
句
麗
）
に
之
っ
た
の
は
、
あ
た

か
も
（
西
の
天
竺
の
）
迦
葉
摩
騰
が
東
の
中
国
に
入
り
（
佛
教
を
伝
え

た
）
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
高
句
麗
の
阿
度
が
南
の
我
が
新
羅

に
来
て
（
佛
教
を
伝
え
）
衆
生
を
教
化
し
た
の
は
、
中
国
に
於
い
て

江
南
へ
始
め
て
佛
教
を
伝
え
た
康
僧
会
の
如
く
で
あ
る
、
と
。
要

す
る
に
崔
致
遠
は
朝
鮮
三
国
の
佛
教
伝
来
を
論
ず
る
の
に
中
国
の

佛
教
の
歴
史
と
対
応
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
こ
の

崔
致
遠
の
説
に
従
え
ば
、
高
句
麗
に
は
じ
め
て
佛
教
を
伝
え
た
の

は
三
国
史
記
等
に
言
う
前
奏
の
順
道
や
阿
道
で
は
な
く
し
て
、
東

晋
の
曇
始
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
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佛
教
伝
来
者
は
順
道
ら
で
は
な
く
崔
致
遠
の
指
摘
す
る
よ
う
に
東

晋
の
曇
始
で
あ
る
と
考
え
る
。
前
秦
順
道
佛
教
将
来
説
は
現
存
の

朝
鮮
史
書
の
等
し
く
説
く
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
実
は
十
二
世
紀

に
至
っ
て
突
如
出
現
し
た
三
国
史
記
の
説
に
根
拠
す
る
も
の
で
そ

れ
以
前
に
湖
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
中
国
側
の
資
料

に
よ
っ
て
そ
れ
を
傍
証
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
之
に
対
し
て
崔

致
遠
の
説
く
東
晋
曇
始
の
佛
教
伝
来
説
は
三
国
史
記
よ
り
も
は
る

か
に
古
い
説
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
中
国
側
の
文
献
資
料
に
よ

っ
て
傍
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
史
実
と
し
て
十
分
に
可
信
性
を

有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

崔
致
遠
の
言
う
様
に
東
晋
の
曇
始
が
は
じ
め
て
高
句
麗
に
佛
法

を
伝
え
た
と
言
う
説
は
、
実
は
中
国
の
文
献
を
渉
猟
す
る
と
き
屡

左
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
ず
、
梁
慧
皎
の
高
僧
伝
巻
十
、
神
異

篇
に
曇
始
の
伝
を
放
せ
て
云
く
、

（
マ
マ
）

釈
曇
始
、
関
中
人
、
自
出
家
以
後
多
有
異
迩
、
晋
孝
武
大
元

之
末
、
齋
経
律
数
十
部
往
遼
東
宣
化
、
顕
授
三
乗
立
以
帰
戒
、

⑮

蓋
高
句
職
聞
道
之
始
也

こ
こ
で
慧
皎
は
東
晋
孝
武
帝
の
太
元
（
三
七
六
’
三
九
八
）
の
末
年
、

曇
始
が
遼
東
へ
往
き
経
律
数
十
部
を
齋
し
教
化
し
、
三
帰
依
五
戒

を
授
け
た
こ
と
を
以
っ
て
「
高
句
腱
聞
道
之
始
也
」
と
称
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
曇
始
が
太
元
の
末
に
関
中
を
出
て
遼

東
に
赴
き
そ
の
ま
ま
行
方
知
れ
ず
と
言
う
訳
で
な
く
、
彼
は
東
晋

の
義
煕
年
間
（
四
○
五
’
四
一
八
）
に
再
び
高
句
麗
か
ら
関
中
に
還

り
長
安
近
く
の
扶
風
・
京
兆
・
砺
翔
の
三
輔
に
開
導
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
点
よ
り
推
し
て
八
、
九
年
に
亙
る
高
句
麗
宣
化
の
の

ち
帰
郷
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
高
僧
伝
の
撰
者
、
慧
皎
に
と
っ
て

も
何
ら
か
の
明
確
な
証
拠
を
有
し
た
上
で
の
立
言
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
高
僧
伝
は
右
の
文
に
引
き
続
き
、

義
煕
初
復
還
関
中
開
導
三
輔
、
始
足
白
於
面
、
誰
跣
渉
泥
水

⑮

未
嘗
沽
浬
、
天
下
成
称
白
足
和
上

と
曇
始
の
関
中
帰
還
を
記
し
て
い
る
。
曇
始
は
神
異
を
以
っ
て
天

下
に
知
ら
れ
、
晋
末
、
旬
奴
の
赫
連
勃
女
が
関
中
を
襲
い
僧
尼
に

迫
害
を
与
え
た
際
に
も
、

時
（
曇
）
始
亦
遇
害
、
而
刀
不
能
傷
、
勃
勃
睦
之
、
普
赦
沙
門
、

⑮

悉
皆
不
殺

と
、
そ
の
神
異
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
高
僧
伝
巻

⑯

十
、
釈
保
誌
伝
に
も
白
足
禅
師
曇
始
に
つ
い
て
「
白
足
臨
刃
不
傷
、

遣
法
為
之
更
始
」
と
伝
え
て
い
る
。
又
、
北
魏
太
武
帝
（
拓
践
毒
）

が
崔
浩
の
上
奉
を
容
れ
て
長
安
の
沙
門
を
抗
殺
し
、
寺
塔
を
穀
損

し
た
所
謂
北
魏
の
破
佛
に
際
し
て
も
斬
れ
ど
傷
つ
か
ず
、
虎
を
し

む
け
て
も
虎
が
近
づ
か
ず
、
彼
の
神
異
を
見
た
壽
が
佛
教
の
神
通

を
黄
老
の
及
ぶ
と
こ
ろ
に
非
ざ
る
と
知
り
、
曇
始
の
上
殿
を
許
し
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足
下
に
頂
礼
し
そ
の
讐
失
を
悔
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
高
僧
伝
に

は
「
始
為
説
法
明
弁
因
果
、
壽
大
生
悦
催
」
と
述
寺
へ
て
い
る
。
曇

始
は
太
武
帝
の
為
に
説
法
し
因
果
の
道
理
を
明
か
し
壽
が
槐
催
を

生
じ
た
と
言
う
の
は
ま
さ
に
彼
の
高
句
距
に
於
け
る
佛
教
宣
化
の

様
子
を
髻
髭
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
尚
、
太
武
帝
の
廻
心
開
悟
が

白
足
禅
師
（
曇
始
）
の
啓
発
に
よ
る
こ
と
は
道
宣
の
続
高
僧
伝
巻
一

⑰

曇
曜
伝
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

中
国
に
於
い
て
も
佛
教
伝
来
の
初
期
に
は
、
佛
図
澄
ら
の
神
異

に
す
ぐ
れ
た
僧
が
活
躍
し
た
よ
う
に
、
恐
ら
く
曇
始
も
亦
高
句
麗

伝
道
に
際
し
て
は
神
異
の
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
曇
始
が
拓
祓
壽
の
た
め
に
因
果
の
報
応
の
違
わ
ざ
る
こ
と
を

説
き
、
壽
を
し
て
槐
催
を
生
ぜ
し
め
佛
教
に
帰
せ
し
め
た
と
言
う

が
、
彼
は
高
句
麗
往
化
に
於
い
て
も
三
界
因
果
の
教
え
を
明
か
し
、

三
帰
五
戒
を
教
え
て
佛
道
に
帰
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
慧
皎
が

曇
始
の
高
句
麗
に
於
け
る
教
化
を
称
し
て
「
顕
授
三
乗
立
以
帰
戒
」

と
述
寺
へ
て
い
る
の
は
こ
の
様
な
状
況
を
物
語
る
も
の
と
想
像
さ
れ

↓
〈
》
Ｏ

関
中
の
白
足
和
尚
曇
始
が
東
晋
の
太
元
の
末
年
（
三
九
六
）
に
経

律
数
十
部
を
持
っ
て
遼
東
に
往
化
し
三
乗
を
顕
授
し
立
つ
る
に
帰

戒
を
以
っ
て
し
た
と
言
う
事
実
を
以
っ
て
「
高
句
麗
聞
道
之
始
」

と
な
す
慧
皎
の
高
僧
伝
の
説
は
、
先
に
述
寺
へ
た
崔
致
遠
の
説
に
符

合
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
唐
の
神
請
の
北
山
録
も
亦
同
じ
よ
う
に

曇
始
高
句
麗
教
化
の
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
北
山
録
巻
三
に
云

く
Ｏ

晋
曇
始
、
孝
武
末
嘩
榴
熱
諦
燕
華
癖
罐
佛
適
遼
東
、
高
麗
開
導
始

⑱

也
、
後
還
三
輔
逵
榊
峨
”
岬
蹄
秦
三
輔
人
宗
仰
之

東
晋
の
孝
武
帝
（
三
七
二
’
三
九
六
）
は
太
元
二
十
一
年
九
月
に
崩

じ
降
安
に
改
元
さ
れ
た
の
で
曇
始
の
高
句
麗
開
導
が
太
元
末
で
あ

る
と
言
う
か
ら
太
元
二
十
年
頃
の
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
曇
始
が

は
じ
め
て
経
律
な
ど
佛
典
を
高
句
麗
に
も
た
ら
し
佛
教
を
伝
え
た

と
言
う
こ
と
は
法
苑
珠
林
巻
三
十
一
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
る
。
さ

ら
に
中
国
の
諸
文
献
を
渉
猟
す
れ
ば
こ
の
外
に
も
曇
始
高
句
麗
往

化
の
記
事
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
曇
始
の
高
句
麗
往
化
の
説
は
、
朝
鮮
側
資
料
と

し
て
は
崔
致
遠
の
鳳
巌
碑
の
み
の
説
で
あ
る
か
と
言
え
ば
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
。
古
代
朝
鮮
三
国
の
正
史
と
も
言
う
書
へ
き
三
国
史

記
は
曇
始
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
が
、
実
は
三
国
遣
事
の

撰
者
一
然
は
既
に
曇
始
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

三
国
遣
事
巻
三
に
新
羅
佛
教
に
就
い
て
論
じ
た
「
阿
道
基
羅
」
の

条
に
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

又
按
元
魏
釈
曇
始
審
嬬
伝
云
、
始
関
中
人
、
自
出
家
已
後
、

多
有
異
迩
、
晋
孝
武
大
元
年
末
、
齋
経
律
数
十
部
、
性
遼
東

qワ
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⑲

宣
化
、
現
授
三
乗
立
以
帰
戒
、
蓋
高
麗
間
道
之
始
也

こ
の
三
国
遺
事
の
文
は
先
の
慧
皎
の
高
僧
伝
の
文
と
き
わ
め
て
類

似
す
る
が
、
こ
こ
に
言
う
「
伝
云
」
と
は
高
僧
伝
の
こ
と
で
は
な

く
て
、
他
の
引
用
例
か
ら
推
し
て
覚
訓
の
海
東
高
僧
伝
を
指
す
も

の
で
あ
る
。
三
国
遣
事
は
海
東
高
僧
伝
に
よ
っ
て
曇
始
の
存
在
を

知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
高
句
麗
の
佛
教
伝
来
者
に
つ
い
て
は
飽
く

ま
で
も
三
国
史
記
の
所
説
を
継
承
し
遵
守
し
て
い
る
。
よ
っ
て
三

国
史
記
の
言
う
順
道
・
阿
道
説
と
海
東
高
僧
伝
に
記
し
て
い
る
曇

始
説
（
海
東
高
僧
伝
の
著
者
覚
訓
も
三
国
遺
事
の
撰
者
一
然
も
と
も
に
崔

致
遠
の
鳳
厳
碑
の
説
を
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
と
の
相
違
・
矛

盾
に
関
し
批
判
検
討
し
次
の
様
に
会
通
し
て
い
る
。
即
ち
、

議
日
、
曇
始
以
大
元
未
到
海
東
、
義
煕
初
還
関
中
、
則
留
此

０
０
０
。
Ｏ

十
余
年
、
何
東
史
無
文
、
始
既
恢
誰
不
測
之
人
、
而
与
阿
道
⑳

・
墨
胡
・
難
陀
、
年
事
相
同
、
三
人
中
疑
一
必
其
変
諄
也

結
局
、
三
国
遺
事
の
著
者
一
然
は
曇
始
の
存
在
を
知
り
な
が
ら
も

「
東
史
」
（
海
東
の
史
書
）
の
中
に
見
ら
れ
な
い
と
し
て
曇
始
説
を

否
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
大
元
未
年
（
三
九
六
）
に
渡
来
し
、
義
熈

初
年
（
四
○
五
）
に
関
中
長
安
に
還
っ
た
曇
始
は
、
約
十
年
間
こ
の

地
に
留
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
彼
に
つ
い
て
海
東
の
史
書
に
全
く

そ
の
記
録
が
存
し
な
い
の
は
如
何
と
疑
い
、
結
局
は
「
東
史
」
で

あ
る
三
国
史
記
に
記
載
す
る
順
道
・
阿
道
説
を
採
用
す
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
一
然
は
、
曇
始
が
も
と
も
と
怪
奇
で
知
ら
れ
計
り
知

れ
な
い
人
物
で
あ
り
、
阿
道
、
墨
胡
子
、
難
陀
と
そ
の
年
代
及
び

事
蹟
が
類
似
す
る
か
ら
三
人
の
中
の
一
人
の
変
諄
（
名
）
で
あ
る
と

考
え
た
の
で
あ
る
。

三
国
遺
事
の
撰
者
は
曇
始
に
関
し
て
記
し
た
梁
高
僧
伝
や
崔
致

遠
の
碑
文
等
は
実
際
に
は
知
ら
ず
、
海
東
高
僧
伝
を
通
し
て
の
み

曇
始
の
存
在
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
為
、
一
然
は
曇
始
を
以

っ
て
百
済
に
佛
教
を
伝
え
た
と
言
う
胡
僧
・
摩
羅
難
陀
や
新
羅
へ

佛
教
を
伝
え
た
と
言
う
沙
門
墨
胡
子
或
い
は
順
道
に
次
い
で
高
句

麗
へ
来
た
と
言
う
阿
道
の
中
の
一
人
に
比
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
す
で
に
一
然
の
時
代
に
は
新
羅
の
大
学
者
崔
致
遠

の
説
す
ら
忘
れ
去
ら
れ
、
専
ら
三
国
史
記
の
説
が
い
わ
ば
正
史
と

し
て
権
威
を
有
し
広
く
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

然
ら
ば
三
国
遺
事
の
拠
り
所
と
な
っ
た
海
東
高
僧
伝
は
曇
始
の

高
句
麗
往
化
に
就
い
て
如
何
な
る
見
解
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
海
東
高
僧
伝
の
著
者
覚
訓
は
慧
皎
の
高
僧
伝
に
よ
っ
て
曇

始
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
曇
始
を
も
っ
て
「
高

句
麗
開
導
之
始
」
と
為
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
海
東
高
僧
伝
は

曇
始
に
つ
い
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

釈
曇
始
。
関
中
人
也
、
自
出
家
多
有
異
跡
、
足
白
於
面
、
雄

（
マ
マ
）

渉
泥
水
、
未
営
沽
湿
、
天
下
成
称
白
足
和
尚
、
以
晋
大
元
未

〕8



年
賓
持
経
律
数
十
部
、
往
化
遼
東
、
乗
機
宣
化
、
顕
授
三
乗
、

立
以
帰
戒
、
梁
僧
伝
以
此
為
高
句
麗
開
法
之
始
、
時
当
開
士。

王
五
年
・
新
羅
奈
勿
王
四
十
一
年
・
百
済
阿
幸
王
五
年
、
而

○
Ｏ
○
○
○
０
０
０
０
○
○
Ｏ

秦
符
堅
送
経
像
後
二
十
五
年
也
、
是
後
四
年
、
法
顕
西
入
天

竺
、
又
二
年
羅
什
生
来
、
玄
高
法
師
生
焉
、
晋
義
煕
初
、
師
復⑳

還
関
中
、
唱
道
三
輔
、
長
安
人
王
胡
之
叔
父
某
死
已
数
年
実

曇
始
の
こ
と
を
疑
問
視
す
る
三
国
遣
事
と
は
異
り
、
海
東
高
僧
伝

は
曇
始
の
高
句
麗
へ
の
渡
来
を
一
往
認
め
た
上
で
、
そ
れ
を
素
符

堅
が
佛
像
・
経
文
等
を
送
っ
て
来
て
よ
り
二
十
五
年
後
の
こ
と
と

為
し
、
最
初
の
佛
教
伝
来
者
順
道
・
阿
道
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。
こ
れ
は
三
国
史
記
の
説
く
高
句
麗
の
佛
教
伝
来

説
が
厳
然
と
し
権
威
あ
る
も
の
と
し
て
世
に
広
く
流
布
し
て
い
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
単
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
順
道
・
阿
道

説
と
曇
始
説
と
を
年
代
の
順
次
に
従
っ
て
並
記
す
る
に
す
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
高
句
麗
へ
最
初
に
佛
教
を
伝
え
た
の
は
、

文
献
資
料
の
上
か
ら
歴
史
的
事
実
と
し
て
可
信
性
を
有
す
の
は
前

奏
の
順
道
ら
で
は
な
く
て
東
晋
の
曇
始
で
あ
る
と
断
言
出
来
る
。

即
ち
、
前
秦
の
順
道
の
説
は
中
国
側
文
献
に
は
全
く
認
め
ら
れ
な

い
し
、
朝
鮮
側
資
料
に
於
い
て
も
十
二
世
紀
以
前
に
か
か
る
説
は

全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
順
道
説
は
十
二
世
紀
に
至
っ
て
王

命
に
よ
っ
て
〃
国
史
″
と
し
て
三
国
史
記
を
編
纂
す
る
際
に
一
種

の
事
物
起
源
説
話
と
し
て
仮
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
東
晋
曇
始
を
以
っ
て
高
句
麗
へ
の
最
初
の
佛
教
伝
来
者
で
あ

る
と
為
す
説
は
、
朝
鮮
側
の
資
料
と
し
て
三
国
史
記
よ
り
も
は
る

か
に
古
い
九
世
紀
の
崔
致
遠
の
碑
文
に
明
さ
れ
て
お
り
、
而
も
中

国
側
の
文
献
に
よ
っ
て
も
十
分
に
証
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
佛
教
伝
来
の
実
相
は
、
独
り
東
晋
曇
始
に
よ
っ
て
の
み

為
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
長
期
間
に
亙
る
中
国
と
の
交
渉
の
間
に

す
こ
し
ず
つ
民
衆
の
中
に
浸
透
し
て
い
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

現
に
曇
始
の
高
句
麗
往
化
よ
り
以
前
に
す
で
に
高
句
麗
と
中
国
佛

⑳

教
界
と
の
接
触
を
示
す
事
実
が
あ
る
。
梁
高
僧
伝
巻
四
の
竺
潜

（
法
探
）
伝
に
支
道
林
（
三
一
四
’
三
六
六
）
の
「
与
高
麗
道
人
書
」
が

引
か
れ
て
い
る
。
支
道
林
の
高
麗
道
人
に
与
え
た
書
の
内
容
は
、

上
座
の
竺
潜
（
二
八
五
’
三
七
四
）
の
徳
を
讃
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

か
か
る
害
の
存
在
が
一
体
何
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
支
道

林
は
太
和
元
年
（
三
六
六
）
四
月
、
五
十
三
歳
で
卒
し
て
い
る
か
ら
、

彼
が
高
麗
道
人
に
言
を
与
え
た
時
期
は
そ
れ
以
前
で
あ
り
、
実
に

曇
始
の
渡
来
よ
り
三
十
余
年
、
順
道
が
高
句
麗
に
来
た
と
言
う
小

獣
林
王
二
年
よ
り
更
に
六
年
も
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
既
に
曇

始
渡
来
よ
り
先
に
高
句
麗
は
中
国
の
佛
教
と
多
少
の
関
り
を
有
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
こ
の
高
麗
道
人
が
一
体
何
人
で
あ
る
か
は
は
な
は
だ

⑳

興
味
深
い
課
題
で
あ
る
。
覚
訓
の
海
東
高
僧
伝
は
、
こ
の
高
麗
道

人
に
つ
い
て
「
釈
亡
名
」
の
一
科
を
立
て
て
い
る
が
、
そ
の
為
人

や
そ
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
未
だ
明
瞭
と
は
言
え
な
い
。

た
だ
海
東
高
僧
伝
は
、

遁
公
中
朝
重
望
、
其
所
与
寄
声
交
好
、
必
宏
材
巨
肇
、
而
況

外
国
之
士
、
非
其
勝
人
、
寧
有
若
斯
之
報
耶
、
旦
佛
教
既
従

晋
行
乎
海
東
、
則
宋
斉
之
間
、
応
有
豪
傑
之
輩
与
時
則
奮
、

⑳

而
無
載
籍
、
悲
夫

と
述
べ
て
い
る
。
遁
公
即
ち
支
道
林
は
中
国
で
重
ん
ぜ
ら
れ
そ
の

交
友
は
宏
材
・
巨
肇
の
名
士
で
あ
っ
た
。
況
ん
や
外
国
の
士
で
あ

れ
ば
そ
の
名
は
亡
ん
で
も
勝
れ
た
人
で
な
け
れ
ば
ど
う
し
て
こ
の

よ
う
な
（
支
道
林
が
亡
名
の
高
麗
道
人
に
与
え
た
）
害
が
有
ろ
う
か
、

と
高
麗
道
人
の
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。
尚
、
三
国
遺
事
は
、
こ
の

海
東
高
僧
伝
「
釈
亡
名
」
の
記
載
を
誤
解
し
、
同
巻
三
興
法
篇
に

○
。

「
（
順
）
道
公
之
次
、
亦
有
法
深
。
義
淵
・
曇
厳
之
流
、
相
継
而
與

⑳

教
、
然
古
伝
無
文
、
今
亦
不
敢
編
次
、
詳
見
僧
伝
」
と
述
べ
「
亡

名
」
の
高
麗
道
人
を
法
深
に
比
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
法
深
と

は
支
道
林
が
高
麗
道
人
に
与
え
た
耆
中
で
そ
の
徳
を
歎
じ
た
竺
潜

即
ち
竺
法
深
の
こ
と
で
あ
り
、
亡
名
の
高
麗
道
人
を
法
深
と
な
す

の
は
三
国
遣
事
の
撰
者
の
杜
撰
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
三
国
遣
事

古
代
朝
鮮
三
国
の
中
高
句
麗
は
直
接
に
北
中
国
と
境
域
を
接
し

て
い
た
為
に
中
国
の
異
質
の
思
想
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
比
較
的

早
く
且
つ
多
か
っ
た
。
中
国
の
思
想
文
化
で
あ
る
佛
教
は
前
秦
の

符
堅
に
よ
っ
て
遣
さ
れ
た
順
道
ら
に
よ
っ
て
費
さ
れ
た
と
す
る
説

は
従
来
学
界
で
認
め
ら
れ
定
説
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の

説
は
十
二
、
三
世
紀
に
成
立
し
た
三
国
史
記
や
三
国
遺
事
の
説
を

単
に
継
承
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
実
に
は
崔
致
遠
が
既
に

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
東
晋
の
曇
始
こ
そ
が
高
句
麗
へ
の
佛
教
伝

来
の
最
初
で
あ
っ
た
。
し
か
も
高
句
麗
と
は
地
理
的
に
遠
く
離
れ
、

交
流
の
少
な
か
っ
た
中
国
江
南
で
編
ま
れ
た
慧
皎
の
高
僧
伝
が
、

殊
更
に
「
高
麗
開
導
之
始
也
」
と
述
べ
曇
始
の
高
句
麗
往
化
の
こ

と
を
記
し
て
い
る
の
は
必
ず
や
何
ら
か
の
証
拠
が
存
し
て
の
記
述

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
文
部
省
科
学
研
究
費
一
般
研
究
Ｄ
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
）

の
記
事
に
接
す
る
と
き
一
女
そ
の
原
典
批
判
が
必
要
と
な
る
の
で
“

羊
松
》
つ
（
》
。

竪
王
一
胃①
『
三
国
史
記
』
巻
十
八
、
高
句
麗
本
紀
六
、
故
国
原
王
十
二
年
紀

（
朝
鮮
史
学
会
編
『
三
国
史
記
』
一
八
三
頁
参
照
）
お
よ
び
『
晋
書
』

四



百
九
載
記
第
九
慕
容
銃
、
『
魏
書
」
巻
一
百
列
伝
第
八
十
八
高
句
麗
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
九
十
七
晋
紀
十
九
な
ど
参
照
。

②
『
三
国
史
記
」
巻
十
八
、
高
句
麗
本
紀
六
、
小
獣
林
王
二
年
紀

へ
朝
鮮
史
学
会
編
「
三
国
史
記
』
一
八
五
頁
）

③
「
三
国
遺
事
』
巻
三
、
興
法
第
三
「
順
道
肇
麗
」
（
大
正
四
九
・

九
八
六
・
ａ
）

④
『
三
国
遣
事
」
巻
三
、
興
法
第
三
（
大
正
四
九
・
九
八
六
ａ
ｂ
）

⑤
『
海
東
高
僧
伝
』
巻
一
（
大
正
五
○
・
一
○
一
六
ａ
）

⑥
順
道
の
出
自
に
関
す
る
異
説

前
秦
説
三
国
史
記
、
海
東
高
僧
伝
、
三
国
遺
事

東
晋
説
海
東
高
僧
伝
所
引
「
或
説
」

魏
説
三
国
遺
事
所
引
「
僧
伝
」

阿
道
の
出
自
に
関
す
る
異
説

前
秦
説
三
国
辿
事

東
晋
説
三
国
遺
事
所
引
「
高
麗
本
記
」

魏
説
海
東
高
僧
伝
、
三
国
遣
事
所
引
「
僧
伝
」

⑦
崔
致
遠
に
つ
い
て
は
『
三
国
史
記
』
巻
四
十
六
列
伝
六
（
前
記

『
三
国
史
記
』
四
六
四
頁
）
お
よ
び
今
西
龍
『
新
羅
史
研
究
」
所
載

「
新
羅
崔
致
遠
伝
」
な
ど
参
照
。

③
高
麗
義
天
の
『
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
は
「
浮
石
尊
者
伝
」
一
巻
と

と
も
に
「
賢
首
伝
」
一
巻
と
あ
る
。
政
に
よ
れ
ば
天
復
四
年
甲
子
（
九

○
四
）
彼
の
五
十
歳
前
後
に
伽
耶
山
海
印
寺
華
厳
院
に
於
い
て
撰
述

し
た
も
の
。
大
正
蔵
第
五
十
巻
所
収
。

⑨
『
唐
書
」
巻
六
十
芸
文
志
に
「
崔
致
遠
四
六
一
巻
又
桂
苑
筆
耕

二
十
巻
高
麗
人
賓
貢
及
第
高
餅
准
南
従
事
」
と
あ
る
。

⑩
鳳
巌
寺
智
証
大
師
寂
照
塔
碑
に
つ
い
て
は
葛
城
末
治
『
朝
鮮
金
石

孜
』
（
二
六
三
頁
）
参
照
。

⑪
『
朝
鮮
金
石
総
覧
』
上
巻
（
八
九
頁
）
参
照
。
『
金
石
総
覧
』
の

欠
字
部
分
は
李
能
和
氏
の
『
朝
鮮
佛
教
通
史
上
中
篇
』
に
よ
っ
て
補

気
ノ
Ｏ

⑫
三
国
志
巻
三
十
。

⑬
後
漢
書
巻
八
十
五
。

⑭
例
え
ば
山
海
経
に
「
詔
国
漢
水
東
北
」
と
云
う
。

⑮
慧
皎
『
高
僧
伝
』
巻
十
（
大
正
五
○
・
三
九
二
ｂ
）

⑯
同
右
（
大
正
五
○
・
三
九
五
ａ
）

⑰
道
宣
『
続
高
僧
伝
」
巻
一
（
大
正
五
○
・
四
二
八
ａ
）

⑬
唐
神
請
『
北
山
録
』
巻
三
（
大
正
五
二
・
五
八
九
Ｃ
ｌ
五
九
○
ａ
）

⑲
『
三
国
遣
事
』
巻
三
（
大
正
四
九
・
九
八
七
ａ
）

⑳
同
右
。

④
覚
訓
『
海
東
高
僧
伝
」
巻
一
（
大
正
五
○
・
一
○
一
六
Ｃ
ｌ
一
○

一
七
ａ
）

⑳
慧
皎
『
高
僧
伝
』
巻
四
（
大
正
五
○
・
三
四
八
ａ
）

⑳
覚
訓
『
海
東
高
僧
伝
』
巻
一
（
大
正
五
○
・
一
○
一
六
ａ
）

②
同
右
（
大
正
五
○
・
一
○
一
六
ａ
ｂ
）

⑳
一
然
『
三
国
遺
事
」
巻
三
（
大
正
四
九
・
九
八
六
ａ
）

ハ1
証』


